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「特定秘密保護法」が，各階層の国民多数の反対を押し切って，12月6日深夜，参議院本会議で

自民・公明の強行採決で成立した．この法律が憲法の掲げる国民主権，基本的人権，平和主義

に違反することは明白である．私たちはこのような違憲立法を許すわけにはいかない． 
	
 今回成立した「特定秘密保護法」の危険性の第一は，「特定秘密」の指定が政府の恣意的判断

に委ねられていることである．「特定秘密の範囲は，別表で防衛・外交などの限定」としながら，

秘密指定の要件が「わが国の安全保障にとって著しく支障を与えるおそれがある」とされてい

る以上，その範囲は際限なく指定される恐れがある．例えば，宇宙や原子力，病原体の研究に

まで及ぶ可能性は十分ある．だからこそ，広範な研究者がこの法案に反対してきた．	
 

	
 さらにこの法律によって，懲役10年以下の刑罰という威嚇や「適正評価」という権力の監視

に国民・市民がさらされることになる．政府・与党は「一般の国民は一切処罰の対象にならな

い」とか「報道機関や取材の自由は守られる」と説明しているが，法律によれば，捜査機関が

必要と判断すれば逮捕拘留，取り調べが可能である．さらに，秘密を扱う者に対する「適正評

価」によって，精神疾患とか，飲酒，借金などのプライバシーだけでなく，思想信条までもが

調べ上げられることになる．この調査にかかわる機関には，自衛隊の情報保安隊や公安警察，

公安調査庁などが含まれている．「特定秘密保護法」の制定は日本を，まさに，「秘密国家」に

する企み以外の何ものでもない．	
 

	
 このような悪法は廃棄されるべきである．「特定秘密保護法」撤廃のたたかいに立ち上がるよ

う訴える．	
 

2013年12月8日 
日本科学者会議京都支部事務局長	
 宗川吉汪

大阪大学大学院のD1院生です．2013年
11月3日～4日，京都駅北側の東本願寺近く
の砺波詰所という民宿にておこなわれました

関西若手研究会の合宿について，僭越ですが

感想を述べさせていただきます． 
今回行われた関西若手研究会の合宿，通称

「ゆるゆる合宿」は2回目のものとなります．
第1回目の合宿は2011年の7月に行われた

ため，約 2年 4ヶ月ぶりの開催となります．
専門分野も年齢も身分もバラバラの関西若手

研究会においては合宿という形で予定をあわ

せるのも一苦労であり，そのうえ，２，３年

前には中心となって研究会の運営を取り仕切

ってくださった先輩方も多忙を極める状況と

なったため，今ここで2回目の合宿が実現で
きるかというのは実は大きな問題であったと

JSA関西若手研ゆるゆる合宿（11/3-4）に参加して	
 

	
 

事務局長声明	
 

「『特定秘密保護法』撤廃のたたかいに立ち上がろう」	
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思います．思い起こせば，私は第一回目の合

宿時には修士課程の2年目であり，修士論文
の素描のようなものを報告させてもらいまし

た．結局，私の修士論文 2年目では通らず，
その後修士3年目をすることになるのですが，
合宿で研究会のみなさまに検討していただき

アドバイスをもらい励ましてもらったことは

私にとって大きな糧となりました．そして今

回は博士1年としてまた投稿論文を報告させ
てもらいました（「現代の母親規範の変容――

母子健康手帳と副読本をてがかりに」）．2年
4 ヶ月ぶりに研究報告をさせてもらいながら，
自分もそして関西若手研究会も変わらぬよう

でいて変わっていくものだなという実感をじ

わりと持ちました． 
なにより，今回の合宿企画は今年博士論文

を提出された先輩の博士論文のご報告があり，

そして夜の部には博士論文のテーマにも関係

した全員参加型のシンポジウムが行われまし

た．このように，2日目の報告を除けば，報
告者の専門分野がジェンダー，セクシュアリ

ティ領域に集中したことも今回の合宿の特徴

であったといえます． 
このことを私が大きく捉えているのは，私

自身がこの約2年間でジェンダー研究者とし
てアイデンティティを形成し，また同時にジ

ェンダー研究，そしてジェンダー問題に実践

的に取り組んでゆくことの難しさを未熟なが

ら感じてきたためであると思います．博士課

程に進学して痛感したのが，同じ研究者であ

ったとしても，自分の専門やある集団内で共

有されている思想的文脈を一歩出れば深い溝

があるということでした．もちろん，これは

ジェンダー研究に限ったことではありません．

しかし，特に私的領域や極度のプライバシー

とされる「性」の領域における政治を扱うジ

ェンダー・セクシュアリティ分野は，語り手

の自尊心を揺るがし時には傷つける可能性と

いう独特の難しさがあります．はっきり言う

と，ジェンダーやセクシュアリティ問題は最

も身近でありながら極度に踏み込み難いとい

うその性格から，面と向かってどうでもよい

と否定こそされないが，未だに誰かやりたい

人がやっていればよい問題，あくまで特殊で

付随的な問題として扱われているのが現状で

す．関西若手研という多分野の研究者の集い

で上記のように大きく企画がなされたことは，

集団として１つの到達を得たといってもオー

バーではないのではないでしょうか． 
夜の部のシンポジウムでは，企画者だけで

なく，全員参加でざっくばらんに話すという

形式がとられ，非常におもしろく勉強になり

ました．日常において困難を感じる当事者側

に説明義務が課せられるのが常であるトラン

スジェンダーについて，今夜は非当事者が語

るべし！という企画は，その発想も素晴らし

いですが，参加者自身の構え，参加者同士の

ある程度の信頼関係，リラックスできる環境，

そしてアルコールがないととても成立しない

難しい企画であると思います． 
2日目のご報告では，新古典派経済学のイ
ノベーション概念における批判的検討を通じ

て，新古典派経済学における「個人」におけ

る「個人では完結することのない」側面や「相

互作用」が捨象され切り詰める論理構造につ

いて丁寧にお話いただきました．私が勉強し

ているフェミニズムの思想にも共通する重要

な問題を提起していただきました． 
以上のように振り返りますと，「ゆるゆる合宿」

は2回目にしてなかなかパワーアップしてい
るなという印象であり，是非3回目も開催で
きますよう，自分もコミットしていければと
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思いました．最後になりましたが，合宿を取

りまとめしてくださいました先輩方，本 
当にありがとうございました． 

（若手研：R・M）

上記の講師とテーマで第４回自然科学懇

談会が，11月18日の午後，楽友会館で開催
された．時期に合ったテーマなので会員外を

含めて15名の参加があった．11月29日に
太陽に最接近する予定の「アイソン彗星」の

前座講演が，第３回自然科学懇談会として，

「太陽以外の恒星の惑星系」と題して９月２

日に開催された．講演には多数のスライドが

用いられ，カラー図入りの「アイソン彗星早

わかり」が配布された． 
	
 最初に，彗星の概説が話された．彗星は，

分子雲の収縮から取り残されたオールトの雲

で形成される．彗星には，短周期彗星(周期＜
200年)，長周期彗星(周期＞200年)と非周期
彗星(含アイソン彗星)が存在している．この
中の長周期彗星の軌道からオールトの雲の存

在が想像された．オールトの雲の中で彗星の

核が形成されるのが主であるが，短周期彗星

や小惑星が太陽に近づくと彗星になる場合も

ある． 
	
 彗星核の構成物質は，氷（H2O主体）＋（岩
石）＋岩石および有機質の塵（汚れた雪玉）

である．彗星核のサイズは，典型的には１～

10kmである．小惑星は，半径1000km以下
であるが，球形になるには500km以上でな
ければならない．彗星が土星軌道まで近づく

と太陽熱で氷が昇華して，コマ，尾が発達し

てくる．コマは，彗星核から放出されたガス

であるが，成分分析はいくつかの彗星で実施

されているが，小惑星のように彗星核に着陸

した例はない．2004年打ち上げのESA 
Rosettaが2014年5月，67P/Churynov‐
Garasimenkoに着陸船を降ろし，20cm掘削
の予定である．イオンの尾は，電離されたガ

スで，太陽風（基本は太陽反対方向）に沿い

流される．ダストの尾は，比較的大きい塵が

流れ出したもので，彗星軌道，太陽光圧で曲

がる． 
	
 最近の彗星として，７個の彗星が紹介され

た．a) シューメーカー・レヴィー第9彗星
（1994：木星に捕獲され，衝突）．b) 百武彗
星（1996）．c) ヘールボップ彗星（1997）．
d) リニアー彗星（2000：太陽最接近後，こ
なごなに分裂）．e) マックノート彗星（2006）．
f) ホームズ彗星（2007）．g) ラヴジョイ彗星
（2011）． 
	
 彗星の明るさは，太陽に近づくと急激に明

るくなる．アイソン彗星は，発見された2012
年9月20日には，木星よりも遠くで，18.1
等星だったが，現在では５等星である．太陽

に更に接近すると急速に明るくなる． 
	
 アイソン彗星は，2012年9月20日，ネフ
スキーとヴィチュノクがキスヴォツク天文台

の口径40cm反射望遠鏡で発見した．軌道は，
楕円に近い双曲線軌道である．2013年5月8
日のハップル宇宙望遠鏡の観察では，16等星
だった．10月9日のNASAの観察では，12
等星になり，11月16日の観測では，5等星
になっている．どの程度明るくなるかについ

ては，最大光度が満月ぐらいと言われていた

第４回自然科学懇談会(11/18)	
 

「アイソン彗星」平田龍幸氏の報告	
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のが，金星ぐらいに格下げされた．太陽の近

辺での分裂の可能性もあり（暗くなる），予断

を許さないそうだ． 
	
 最後に，アイソン彗星の観望のこつが述べ

られた．1) 双眼鏡が望ましい．一般には5.5
等より明るければ肉眼で，7.5等より明るけ
れば，双眼鏡で見えるとされるが，コントラ

ストにも依る．2) 12月中旬までは明け方の
み見えるので，東―東南が開けた場所で．12
月中旬からは夕方も北東―>北東に見え，又
一晩中見えるようになる．3) 観望の時間帯は
図（省略）参照．空の明るさとのコントラス

トで見栄えが決まる（都市光，薄明，月あか

り）．できれば，明け方は薄明（京都で5時
頃）が始まる前に観望開始．夕方ならば日没

（京都で5時20分頃）から待機．4) あまり
にも太陽に近づく為，太陽に最接近前後に分

裂する可能性がある．そのときはそのときで

おもしろい見え方をするであろうが，最接近

時（11月29日）前に明け方の観望を勧める．

5) パソコンのウェッブで最新情報は「アイソ
ン彗星」と入れて，見出しが“国立天文台|
アイソン彗星”の吉田誠一氏のページ

“AstroArtsアイソン彗星特設サイト”にア
クセスしてみて欲しい． 
	
 というような親切な案内があった． 
後日談：アイソン彗星は，日本時間の11月
29日早朝，太陽に最も接近（近日点を通過）
した．太陽・太陽圏観測衛星SOHOなどの
太陽観測衛星の画像によると，アイソン彗星

は，近日点通過前の日本時間午前2時過ぎか
ら暗くなり始めた．近日点通過後は，核と思

われるような構造がほとんどなくなり，軌道

上に広がった細長い構造が淡く輝くのみとな

った．これは核が崩壊した後の破片群，ある

いは大きめの塵と考えられる．このことから，

今後，アイソン彗星が明るい彗星として見え

る可能性は低くなったと考えられる（国立天

文台|アイソン彗星．2013年11月29日掲載）． 
（滝本清彦）

11月22日（金）の午後３時半から約２時
間，JSA京都支部事務所で開催，参加者６名．
今月は11月号の7つの特集論文のうち3本
を取り上げた． 

 
大藤紀子「歴史と担い手を欠いた憲法」

（菅原健二担当）	
 同論文は，自民党の「日

本国憲法改正草案」を，(1)その「歴史」に対
する立ち位置と，(2)草案が想定している「国
民」という2点から検討し，その反国民性を
明らかにしたものである． 

(1) について．現行憲法は制定時点におけ
る過去の評価や反省に立脚し，「国民主権」に

基づく「平和主義」と「基本的人権の保障」

を謳っているが，改正草案では，そうした反

省の契機を等閑視している．同草案では，基

本的人権を構成する諸権利が国民のたゆまぬ

努力の帰結として獲得されたという視点はな

く，現行憲法第97条は削除されている．改
正草案の天皇＝元首論も，現行憲法が，明治

憲法への反省として，主権者としての国民と

の対比において，象徴天皇という位置づけを

示したことの意味づけが捨て去られている．

『日本の科学者』11月読書会の報告	
 

「安倍政権を問う―改憲と歴史認識―」(11/22)	
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(2) について．改正草案では現行憲法の第26
条に第3項を加え，国の目的に沿った教育環
境の整備を行う途が憲法条文に明記される．

また，現行憲法第13条の「すべての国民は，
個人として尊重される」の部分が，「個人」で

はなく「人」として尊重されるに改訂されて

いる．「個人」とは集団に対する，思惟し行為

する「個」であるが，それが削除され，人＝

ヒトを据えることで，集団の優位，主体の軽

視が導かれる．個人に対する集団の優位とい

う考え方は，自民党改正草案全般に見られる

ことであり，現行憲法の第12，13条のなか
の「公共の福祉」は「公益及び公の秩序」に

置き換えられ，人権を「内在的に制約」する

言葉から，秩序維持のために人権を外在的に

制約する意味の用語へと代えられている． 
自民党改正草案の内容は，この間に，自民

党が行ってきた憲法「解釈」とそれに沿って

制定されてきた諸法律の積み重ねに合致する

ように，憲法を変えるものである．しかも，

その改正は，衆議院及び参議院のそれぞれの

議員の過半数の賛成で決議され，国民投票に

かけるという．これは，国会の多数意思で採

決した法律を「憲法化」するものであり，憲

法は最上位の規範ではなく，暴走すれば，憲

法と法律との位階性が逆転することにすらな

る，と． 
☆ この論文は，自民党憲法改正草案が国
民不在の草案とみる点で学ぶところも多かっ

たが，討論では，現実と憲法との齟齬を問題

としえなくなったとき，「憲法は機能していな

いことを意味する」という点，さらに改正草

案では，現行憲法の 9条の 2項目に加えて，
「9条の2」を新設し，国防軍について5項
目を加えていること，などをめぐって意見を

交わした． 

 
古関彰一「自民党改憲案の歴史的文脈」

(伊藤武夫担当) 	
 本稿は，日米安保条約を視
野に入れて戦後の国際政治の文脈のなかで日

本の「改憲」問題を検討したものである．そ

こでの論点は4点．(1)まず憲法改正問題は，
自衛隊の創設，自由民主党の結党（1955年）
を起点としているということ．1948年の冷戦
開始とともに米国は日本の再軍備とそのため

の憲法改正を促すようになるが，日本は朝鮮

戦争勃発から2か月後の1950年8月に警察
予備隊を創設，翌51年9月に講和条約とと
もに日米安保条約が締結され，米軍は日本へ

の駐留権を確保し日本自らも52年7月に警
察予備隊を保安隊に改組した．次いで1954
年6月の自衛隊創設に際しては空軍が編成さ
れ，憲法9条との関係が問題となる．1955
年保守合同で成立した自民党は，新憲法をＧ

ＨＱの「押しつけ」憲法であると主張し，「憲

法の自主的改正」を謳う．自衛隊と憲法9条
をめぐる政府答弁では，「自衛隊は自衛のため

の必要最小限度の実力部隊」だといい，自衛

隊を「戦力」に該当することを否定し，「実力」

だと強弁した．その後政府は，「必要最小限度」

とは，「相手国の防衛力と同等もしくはそれ以

上」と解し，最終的にはソ連と同等もしくは

それ以上を意味することとなり，この政府解

釈は，今日でも「有効」な解釈となっている． 
(2) 自民党の改憲案の主軸は，自衛軍の創
設，天皇の元首化，人権の制限であった．自

民党の「改憲」に対する社会党の「護憲」の

対抗のもとで，内閣は憲法調査会を設置する

が，1964年の同調査会の最終報告書は憲法
「改正」の多数意見と改正不要の少数意見の

両論併記であった．その後，自民党は1972
年に「憲法改正大綱草案」をまとめるが，憲
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法改正には触れず，「自衛力の保持」政策の踏

襲を謳う．その後も米国は日本の憲法改正を

期待し，自民党はその機会をうかがう20年
余が続いた． 

(3) 冷戦終結後の重大な変化は，1996年の
橋本首相とクリントン大統領との「安保共同

宣言」である．同宣言で日米安保を「日米同

盟」(US-Japan Alliance)といい，「周辺と日
本」の軍事的事態に対処する，新たな「日米

ガイドライン」の作成を謳う．また，こうし

た動きのなかから周辺事態法，武力攻撃事態

法などの「有事法制」が制定された．これ以

降，2000年代にかけて，政党ばかりでなくマ
スコミ界も含めて，いくつかの改憲案が発表

されるようになる．読売新聞の改憲案「憲法

改正試案」(第一次，1994年11月．第二次，
2005年5月)，1995年の朝日新聞の「国際協
力と憲法」など．この時期には国際協力の強

化が話題となった．このことについて筆者は，

「憲法」という国内法が国際社会で意味を持

つためには，条約などの国際規約の締結を憲

法に義務づける必要があるのではないか，国

際社会との合意なしに，一方的に国内法をつ

くるのは賢明とは思えない，と指摘する．

2005年，自民党が「新憲法草案」を公表． 
(4) 2012年，政権交代後の自民党は再度，
改憲案をまとめ，「日本国憲法改正草案」を発

表．内容は諸改憲案のなかでもとびぬけて右

翼的な内容である．第1に，第2章を「安全
保障」とし，9条第1項は，改正していない
ように見えるが，改憲案は放棄する対象は「戦

争」のみで，国際法上の宣戦布告なき「紛争」，

国家と集団あるいは集団同士の武力行使等は

「放棄」していないという．第2に，2項で
は国防軍を定め，機密保護法の制度化を定め，

加えて事実上の軍法会議(軍事裁判所)に等し

い「国防軍に審判所」を定めている(9条の2)．
さらに有事を見据えて国家緊急体制(第9章)
を新設した．第3に，自由権に関しても，そ
の中心をなす表現の自由は，現行規定が「一

切の表現の自由」を保障しているのに対し，

2項を追加し，前項の規定にかかわらず，「公
益及び公の秩序を害すること」を禁じた．第

4に，天皇の地位の「象徴」に「元首」を加
え，さらに天皇の行為に「国事行為」ととも

に式典へ出席する「公的行為」を定めた．天

皇の国防軍の閲兵式等への出席が可能になる． 
この憲法案には，外国人の人権保障条項はな

く，外国人の地方参政権は禁じている(93条)．
まさに「自国のことのみに専念して，他国を

無視している」憲法案である．さらに，防衛

大綱の改正，集団的自衛権の解釈変更，国家

安全保障法の制定，内閣情報調査室を改組し

て内閣情報局を設置する等々が目白押しであ

る．すでに今月6日には特定秘密保護法が国
会で強行採決された．これこそ，改憲案の先

取りそのものである． 
☆ 筆者の論点は明解であった．論旨説明
後に，自衛隊・「軍隊」の本質と役割，国際協

力の必要性，米国基軸の「アジア・太平洋の

平和秩序」≒集団的自衛権の確立の動きなど

をめぐって意見交換があった． 
 
中塚 明「『明治の戦争』と日本人の記

憶」（富田道男担当）	
 中塚氏は，日本では，

良識ある人びとにも「侵略戦争といえば満州

事変以後……」という見方があり，それに対

して日清・日露戦争という「防衛戦争」を戦

い抜き列強の一員になった明治時代は，まさ

しく「明治の栄光」時代として記憶する傾向

が広くあるのでないかと憂う．しかし，事実

は流布し記憶されているものとは全く違う． 
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日清戦争は清朝の支配からの「朝鮮独立の

ための戦争」であり，東アジアの平和のため

の戦いと宣戦の詔勅には述べられていた．だ

が中塚氏は，日本政府と軍部は朝鮮を「利益

線」と捉え，中国やロシアが朝鮮を支配すれ

ば日本の安全が守れないとして，朝鮮半島を

占領し，その政府を制圧することを目的に日

清戦争がはじめられたこと，しかも未だ宣戦

布告のない政府の王宮を占領し，それに反抗

する東学農民の第二次発起を徹底的に弾圧し

たことなどを明らかにする．だが，公刊日清

戦史には，こうした事実は書かれていない． 
そればかりか，さらに重要な点は，その後の

日露戦史編纂に際して制定された「編纂綱領」

では，正確な事実を記述した草稿を，再検討

し機密事項を削除して戦史を修訂し公刊する

手順が定められていることである．この編纂

綱領では，加えて史稿審査の際の注意事項と

して「書いてはならない15ヵ条」が列挙さ
れていた．以来，戦史の偽造は日本軍の基本

方針となり，対外戦争の事実は対外的にも，

国民の目からも，隠蔽し続けられてきた，と

いう． 
☆ 議論では，大変刺激的で勉強になった．
しかし歴史学の文章の作法なのか，問いかけ

のかたちの記述が多く，もっと主張点を明解

に記述してもよいのではないかという意見や，

日清・日露戦争は「日本の防衛戦争だった」

という司馬遼太郎の主張の部分は引用註で明

示してほしかったという意見，同じく「公刊

日清戦史」についても註記がほしかったとい

う意見などがあった． 
（個人懇：伊藤武夫） 

大飯原発運転差止訴訟について 
Ⅰ．第一次訴訟の第２回口頭弁論 
標記口頭弁論は，さる12月3日（火）午
後２時より京都地方裁判所で行われた．今回

も第１回の時と同様に，原告側からのみの陳

述が３人により行われたが，訴状に対する答

弁書をすでに出している被告側は，いまのと

ころそれ以上のことを述べる必要がないので

あろうか？原告初体験の私には少し解かり難

い進行との印象が残った． 
最初に原告の宮城泰念（聖護院門跡門主）

さんが意見陳述を行った．草木国土悉皆成仏

の心で山岳自然を修行道場とする修験者の一

人として，大飯原発が作り出す「死の灰」を

地層処理と称して地下深くに埋めるという自

然破壊は許しがたいこと，また深く埋めたか

ら安心・安全というのは，「今さえよければ良

い」いう草木国土悉皆成仏の心を踏みにじる

もので許しがたいと訴えられた．それゆえ処

理のしようのない「死の灰」を作り出す原子

力発電所の稼働は絶対に認められないと結ば

れた． 
二番目の意見陳述は，弁護団から森田基彦

さんが第一準備書面（これは“訴状の内容を

具体的に実証する弁論のために準備した書面”

と言う意味だそうである）に基づく弁論を行

った．福島第一原発事故が明らかにした「安

全神話」の虚構と日本の原子力安全対策の重

大な欠陥の指摘の後，事故後に IAEAが行っ
た「深層防護の改定」基準に大飯発電所（大

飯原発の正式名称だそうです）の安全対策が

不適合であることを示した．そのおり廷内の

大飯原発運転差止訴訟第２回口頭弁論（12/3）に出廷して	
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モニターに映し出された第９回国会事故調査

委員会における参考人質疑の様子は，衝撃的

なものであった（＊）．参考人として出席した

当時の原子力安全・保安院長の深野弘行氏は，

なんと「世界の基準とはどういうものか」と

いう質問に対してしどろもどろで答えられな

かったのである．穿った見方をすれば，知っ

ていたとしても院長の立場では答えられなか

った，答えれば日本の安全対策が世界の基準

を満たしていないことを認めることになるか

らであろうか． 
三番目に同じく弁護団から谷	
 文彰さん

が原告第二準備書面を基に，大飯原発におけ

る地震・津波の危険性について陳述した．世

界の地震の10～20％が発生している日本に
世界の原発の11％が集中している異常なこ
と，近畿地方でも大地震が過去にあり，若狭

湾には多くの断層・活断層があり，今後も大

地震が発生する可能性があることから，大飯

発電所の運転は差し止められなければならな

いと主張した．また，津波についても，天正

大地震による大津波の記録として，標高100
メートルにある若狭の関峠の地蔵尊には「こ

れより下に住んではいけない」旨が記されて

いること，従って津波が高くなる可能性をも

つ半島先端部に位置する大飯発電所の対津波

対策は不十分であり，運転は差し止めなけれ

ばならないと主張した．第３回口頭弁論は，

2014年2月19日（水）午後２時より． 
（＊）ビデオは

http://www.ustream.tv/recorded/21934637
で見ることができます．是非ご覧ください． 
 
Ⅱ．第二次訴訟の提訴 

支部ニュース９月号と10月号に第二次訴
訟の原告参加の呼び掛け文を掲載して頂きま

したが，12月7日（土）に開かれた原告団世
話人会での報告によると，11月末に目標の
800名を超え，12月3日（火）に原告856
名の訴状が京都地方裁判所に提出されました．

これで京都の大飯原発差止訴訟の原告は，一

次の1107名と合わせて，24都道府県から合
計1963名となりました．８次まで募集した
九州電力玄海原発差止訴訟（佐賀地裁）の

7137名と川内原発差止訴訟（鹿児島地裁）に
次いで，京都は第三位の原告数となりました．

世話人会では，第三次の原告募集活動を進め

ることが検討されています． 
 
Ⅲ．その他 
福島から京都に避難している33世帯91人
の方が，去る9月17日，国と東京電力に対
して損害賠償を求める訴訟を京都地法裁判所

に提訴しました．この原告団を支援する「原

発賠償訴訟・京都原告団を支援する会」が結

成され，入会の呼びかけが行われています．

年会費一口1000円で「複数口の会員歓迎」
とあります．心ある方がたの入会を訴えます．

入会の手続きは，ブログ 
http://shienkyoto.exblog.jp/	
 を参照してく
ださい． 
（原告団世話人・支部幹事	
 富田道男） 
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日	
 時：２０１３年１２月８日（日） 
１４時～１７時 

場	
 所：ＪＳＡＯ事務所 
参加者：８名 
テーマ：太陽光発電について 
報告者：国村勝氏 
	
 2011年10月，地球温暖化防止に貢献でき
ればと，京都府八幡市の自宅大屋根に太陽光

発電装置を設置した． 
太陽電池モジュールは，1枚165W/h発電
量のものを21枚，最大計算発電量3.46ｋW/h
の能力であるが，実際の発電量は最大で

2.5W/h（70％）程度である． 
モジュールの発電効率は13％であるが，効
率の良いものは高価である． 
設置費用は217万円であったが，国より

16.6万円（4.8万円×発電量），八幡市より
10万円（一律）の補助が得られ，実質約191
万円の出費となった． 
家族は3人であるが，発電量3.46ｋW/hで
は，４～１１月の日照時間が長い季節には，

発電量が使用量を上回り売電できるが，冬場

は発電量が少なく且つ使用量が増えるため賄

いきれず，関西電力から購入している． 
売電料金が42円/kWhに対し，買電料金が

21円/kWhのため，全体的には少し黒字とな
る． 

モニターで常時発電量を監視できること

と，1年間のデータが保存されるため，節電
意識の向上に役立っている． 
発電量と使用量及び各々の料金は自動的

に関西電力へ送信されている． 
 
討論 
★個人の家庭では，再生可能エネルギー利用

の取り組みとして，太陽光発電が一番やりや

すい 
★耐用年数は30年間となっているが，経年
劣化はあるだろう 
★需要が増えれば設置補助金や売電料金が減

額されるかもしれない 
★モンゴルでは機器ごとに蓄電式の太陽光発

電を使っている 
★降雪地帯では屋根からの落雪が問題になっ

ている 
 
これからの日程 
日	
 時：2014年１月５日(日) 
テーマ：ブラック企業と研究者・技術者 
報告者：久志本	
 俊弘	
 氏	
  

（山口進次） 

日時：12月13日（金）15：00〜18：00 

関西技術者研究者懇談会12月例会（12/8）報告	
 

「太陽光発電について」	
 

研究会・読書会などの案内（「JSA 近畿	
 No.62.30」も参照）	
 

第6回社会体制研究会	
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場所：東山いきいき市民活動センター 
講師：荒木武司氏（大阪教育大学名誉教授） 
演題：マルクスの社会主義論再考（仮） 

日時：12月20日（金）15：30〜17：30 
場所：支部事務所 
内容：12月号特集「脱原発と再生可能エネルギー」 
村田論文「原発から脱却し，地域経済の再生を」報告（担当：伊藤武夫） 
	
 中里見論文「原発に対抗する環境的生存権」報告（担当：宗川吉汪） 
	
 岩田論文「再生可能エネルギーの未来」報告（担当：鈴木博之） 

日時：12月28日（土）13：30〜16：30 
場所：大阪支部事務所 

日時：2014年1月5日（日）15：00〜 
場所：支部事務所 
年頭記念討論会：JSAの現在と未来 

日時：2014年1月13日（月）13：30〜16：00 
場所：支部事務所 
テーマ：「核の平和利用と日本の原発開発」（仮題） 
講師：山崎文徳氏 

藤本 文朗，小西 由紀，桂 良太郎 『ベトとドクと日本の絆』（新日本出版，2010.11）の重
版と英語版（Dioxin Unforgettable Responsibility--Viet & Duc and World  Peace, First 
News, HCMC, Vietnam 2013）の出版の記念会を開催します．多数ご来場下さい． 
 
日時：2014年1月18日（土）15：00～16：30 
場所：大学コンソーシアム京都（キャンパスプラザ）6階	
 立命館大学第1講習室 
司会：阪本健補，小西由紀 
報告：林 万葉（加古川市，中学生）「英語版を読んで」 
講演：ファム・グエン・クイー（京都民医連中央病院，研修医） 

『日本の科学者』12月読書会	
 

『日本の科学者』近畿地区サポーター会議	
 

京都支部恒例新年会	
 

第7回脱原発研究会	
 

『ベトとドクと日本の絆』出版記念会と平和フォーラム	
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「枯れ葉剤とベトナムの若者---ベトナム人医師として---」 
挨拶：本吉良吉（日本ベトナム友好協会理事長） 
主催：ベトとドクの発達を願う会 
後援：JSA高齢者・障害者の人権保障研究委員会 

日時：2014年2月15日（土）	
 午後1時半から3時 
場所:京大楽友会館（東山近衛東入る） 
講師：吉田賢右さん（京都産業大学・分子生物学）	
  
テーマ：ゲノムから明らかになったヒトの由来 

国立大学を退職して間もない，京都在住の

二人の女性研究者の「退職後はどう過ごすの

か」という問いから手がけられたインタビュ

ー調査の報告が9月に公刊されました． 
以下のurlからPDFファイルで読むことが
できます． 
http://www.geocities.jp/joseiken/life_after_r
etirement.pdf 
最年長の方82歳（インタビュー当時）か
ら67歳までの15人の語りが比較的コンパク
トにまとめられた記録集です． 
各記録のタイトルから内容の一端がうか

がわれるので紹介します―「被災者調査に情

熱を燃やす」「今度は私の番」「実験家として

の人生が終わってこれから」「人生の後かたづ

けも」「平和と科学リテラシーのために奮闘す

る」「NPO法人を立ち上げた」「自ら研究所
を作って」「人がいなければ歴史は動かない」

「現代美術のコレクターになった」「苦しい時

には前へ」「自由気ままな時間を満喫する」「手

織物もパソコンを駆使して楽しむ」「定年前に

やめたから出来たこと」「ソフトランディング

する」「友達と一緒に楽しむ」―． 
「多彩で個性的な退職後のライフスタイ

ルを作り上げている」のが印象的，「現職時の

研究を続ける，研究に関連した普及活動や助

言，研究者運動を行うなど，専門と何らかの

形で繋がるタイプと，それまでの研究分野と

は全くちがう分野での活動，趣味や交友関係，

市民運動などに重点を置いているタイプに分

かれる」と編者はコメントしています． 
女性教員の退職後の生活問題として指摘

されるのは，「退職後の収入は，公的年金・個

人年金・その他を合わせて20～30万円がほ
とんどで，当時の厳しい就職環境のため，就

職年齢が高くその結果として在職年数が短く，

昇格が難しかったことなどを反映して，公的

年金が驚くほど少ない」（編者「おわりに」）

ことです． 
編者も記していますが調査協力者は編者

らの「お付き合いのあった」人々であり，女

性研究者の「分野横断的な結びつき」による

第5回「自然科学懇談会」	
 

寄稿：「特定秘密保護法案」には『毎日』は「死力を尽くして，そ

寄稿：［資料紹介］登谷美穂子・横田綏子	
 

『大学女性教員の退職後の生き方―インタビュー調査報告書』	
 

清水民子	
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知人たちで，科学者会議や女性研究者運動で

がんばってきた人も少なくありません．職歴

だけでなく，時代のさまざまな社会的条件に

向き合ってきた姿勢が退職後の立ち位置とラ

イフスタイルの土台になっているといえるで

しょう． 

支部では，この報告書からの話題提供にも

とづいて，懇談会を開催することを考えてい

ます．報告書をお読みいただき，ご期待下さ

い． 

☀☀☀☀☀支部幹事会・事務局だより☀☀☀☀☀	
 

2013年度第7回幹事会（11月22日）および第7回事務局会議（12月6日）の報告	
  
 
1.	
 支部現況 
	
 一般会員：	
 	
 	
   	
 245（田中照純会員が11月をもって退会） 
	
 特別会費会員：	
 	
  	
  1 
	
 家族割特別会費会員：	
 3 
	
 若手会員：	
 	
 	
 	
  	
 16 
	
 若手特別会費会員： 	
 10          合計：274（11月より1減） 
	
 読者：4，	
 	
 	
  贈呈：1 
	
 休会会員：若手	
 4 
2.	
 会費納入状況 
	
 2013年度会費納入率：64.6％（納入者数：159名） 
	
 2012年度会費未納者：一般 4名，若手 8名 
	
 2011年度会費未納者：若手 4名（2012年度も未納） 
3.	
 会員拡大 
	
 若手夏の学校参加者のうち２名が入会予定 
4.	
 東京科学シンポへの若手参加補助 
	
 東京支部主催の東京科学シンポ（11月30日〜12月1日）に参加する若手会員に15000 
	
 円の参加補助をだすことにした．	
  
5.	
 各種イベント企画（行事案内参照） 
・恒例新年会（2014年1月5日	
 ＠支部事務所） 
・第7回脱原発研究会（2014年1月13日	
 ＠支部事務所） 
・シンポジウム「今時の大学事情」（2014年3月23日	
 ＠京都工繊大） 
6.	
 支部ホームページ担当者の変更 
	
 支部HPの担当が富田幹事から末満幹事に変更した． 
	
 日本科学者会議京都支部をぜひ検索してください． 

（宗川吉汪） 
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日時：2014年3月23日 13：30〜17：00 
場所：京都工芸繊維大学60周年記念館１階大ホール	
  
                 座長------------------------------------------宗川吉汪 
13：30〜13：35	
 あいさつ------------------------------------富田道男 
13：35〜14：00	
 立命館大学の現状と課題---------------市井吉興（立命） 
14：00〜14：25	
 京都工繊大の教育システム改革------大倉弘之（工繊大）  
14：25〜14：50	
 京都大学国際高等教育院について---西牟田祐二（京大） 
14：50〜15：15	
 若手研究者の現状-------------------------二木杉子（阪大）	
 	
    
15：15〜15：30	
 休憩 
15：30〜17：00	
 シンポウム「大学はこうあってほしい」 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  司会-------------------------------------------前田耕治 
主催：日本科学者会議京都支部 
共催：京都工芸繊維大学教職員組合 
 
 
 

	
 

シンポジウム「今時の大学事情」（第 1 次案）	
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JSA の関連する近畿地区の催し 
○ヘーゲル研究会 

日時：１２月７日（土）午後２時より 

場所：日本科学者会議大阪支部事務所 

内容:	
 G.W.F.ヘーゲル『精神現象学』「B	
 自己意識」 

参考文献：平凡社ライブラリー版『精神現象学（上）』

樫山欽四郎訳（今回は訳本頁では２５５頁からです） 

報告者：牧野広義 

 
○関西技術者研究者懇談会 

日時：１２月８日（日）14時～17時 

場所：ＪＳＡ大阪支部事務所 

テーマ：太陽光発電 

担当：国村	
 勝 

 

○京都支部社会体制研究会 

日時：12月13日（金）15：00～18：00 

場所：東山いきいき活動センター 

講師：荒木武司氏（大阪教育大学名誉教授） 

演題：マルクスの社会主義論再考（仮） 

 
○JJS近畿地区サポーター会議 

日時：12月14日（土）13時30分～16時30分 

場所：JSA大阪支部会議室（天六） 

『日本の科学者』12月号，1月号を御持参下さい． 

  

○京都支部 12月読書会 

日時：12月20日（金）15：30～17：30 

場所：支部事務所 

内容：『日本の科学者』12月号特集「脱原発と再生可

能エネルギー」 

村田論文「原発から脱却し，地域経済の再生を」報告

（担当：伊藤武夫） 

中里見論文「原発に対抗する環境的生存権」報告（担

当：宗川吉汪） 

岩田論文「再生可能エネルギーの未来」報告（担当：

鈴木博之） 

 
○第 67回北天満サイエンスカフェ 

日時：12月21日（土）14時～16時 

「こども面白サイエンスカフェ１３」 

演示・指導：理科の先生のみなさん 

場所：天五中崎通商店街（中崎町，天六） 

  
○第 10回動物園前サイエンスカフェ 

日時：12月21日（土）14時～16時 

「みんなで考えよう	
 薬の使い方・薬局の使い方」 

話題提供：稲垣真弓さん・寺岡敦子さん 

場所：動物園前1番街（新今宮，動物園前） 

 

○第 2回玉サロサイエンスカフェ 

日時：12月22日（日）14時～16時 

「モンゴル遊牧民の暮らしに学ぶ」 

話題提供：今岡良子（大阪大学） 

場所：玉deサロン（玉出中1-9-13） 

 

○兵庫支部市民フォーラム 

「フクシマの今後を考える－チェルノブイリの経験

から－」 

日時	
 １２月２２日（日）１４時 

会場	
 神戸市勤労会館（三宮）４０６講習室 

報告	
 後藤 隆雄 氏（元神戸大学・計測工学） 
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○「『ベトとドクと日本の絆』出版記念会と平和

フォーラム」 

藤本 文朗，小西 由紀，桂 良太郎 『ベ トとドクと

日本の絆』（新日本出版，2010.11）の重版と英語版

（Dioxin Unforgettable Responsibility--Viet & Duc 

and World  Peace, First News, HCMC, Vietnam 
2013)の出版の記念会を開催します． 

多数ご来場下さい． 

日時：2014年1月18日（土）15：00～ 16：30 

場所：大学コンソーシアム京都（キャンパスプラザ）

6階	
 立命館大学第1講習室 

司会：阪本健補，小西由紀 

報告：林 万葉（加古川市，中学生）「英語版を読んで」 

講演：ファム・グエン・クイー（京都民医連中央病院，

研修医）「枯れ葉剤とベトナムの若者---ベトナム人医

師として---」 

挨拶：本吉良吉（日本ベトナム友好協会理事長） 

主催：ベトとドクの発達を願う会 

後援：JSA高齢者・障害者の人権保障研究委員会 

--------------------------------------------------- 
「JSA近畿」は原則として毎週発行．会員が個人や小グループで企画する催し案内も掲載します．記事掲載をご
希望の方は，各支部事務局までお知らせください．今期の編集は兵庫支部担当です． 
 
 


